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創造体験教育「創造・発見」の平成20年度実施報告 
―科目再編に向けて一 
The Preparation and the Practice of the Educational Program "Exercises for the Creation and Invention" in 2008 
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Abstract: The educational program "Exercise for Creation and Invention " has been intToduced into the curricula of 
the Shizuoka Institute of Science and Technology since 2004. This program includes the production of electrical and 
mecahnical devices, the making of movies and videos, the creation of works of art, research on specific subjects and 
student works as volunteers. The results of this program in 2008 are reported and future prospects are discussed 
1 はじめに 
静岡理江科大学の「やらまいカ数育」の中心となる履修科目
剛造・発見」は, 平成16年に正式にスタートした．本学の 
'‘・やらまいカ数育”の目的は ,「学生が新しい自嚇ミをすることに
より, 自分の殻を破り,日常という士壌を豊かにする」ことであ
り，その方法の1割敷は「自主的・主体的・実践的な授業形態」 
にある．また, これを通じて学生に社会人としての基礎力（コ
ミュニケーション能力，プレゼンテーション能力, 積極性, 自
主臨 チャレン三滞静申, 実行力, 責任感，目的意識なg) を育
成するもらうことをねらっている．開始から5年間，本学の創
造・発見ワーキンググループ（現在の創造・発見科目担当教員）, 
教育部会，やらまし功激育小委員会において現状の問題点や将
来の方向性についての蕎勧sなされてきた．これらについては， 
前報告1-6)を参照されたい． その結果,2年後には，陰リ造・発
見」を独立した3科目 槍り造・発見, テーマ研究, ボランテイ
ア活動）に分け，それぞれ内容をより一層，充実することが決
定した． 
本報告では，まず, 平成20年度における 恰り造・発見」の
実施結果, 成果, 問題点を述べたのち，今後の方針について報
告する‘ 
2 平成20年度槍り造・発見」について 
2.1 目的 
先に述べたように, 「創造・発見」の目的は「学生が新しい体
験をすることにより，自分の殻を破り，日常という土壌を豊かに
する」ということにある．「やらまいカり という言葉の原点は， 
静岡県西部のものつくり企業をターゲットとした人材育成を目 
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1 物質生命科学科，*2機械工学科,*3電気電子工学科 
4総合情報学部,*5総務課， *6 学務課 
指すところにあるが，本学では，あえて「ものつくりに」に限
定せず, 日頃の大学の授業では味わえない広くさまざまなこと
を体験させることにより，学生の興味, 意欲を起こさせ，勉学
意欲の向上をはかるとともに，社会人基礎カ（コミュニケーショ
ン能力，プレゼンテーション能力一積極性 自主陛，チャレン
ジ精神, 実行カ，責任感 目的意識なめの育成を目指す人材
育成の教育プログラムとした．このような観点から，学生にとっ
て人学後のフレッシュマンセミナ、弐っ導入教育を終えてから卒
業研究を始めるまでの期間が最も履修に適した時期と言え，2 
~3年生を履修時期としている． 
2.2 活動分野 
剛造・発見」は, 現在,1科目であるが, その中身は3つ
の異なる活動分野，「ものつくりと創作活動」,「テーマ研究」， 
「ボランティア活動」から成り立っている．以下に詳細を述
る． 
2.2.1 「も（ 7ンっくりと創作活動」 
実際に手を動かして実物に触れながら行うものつくり共創作
の活動である. 作る対象となるものは, 機械，装置, ロボット， 
電子回路 ソフトウエア, アート作品，CG作品，ビデオ作品
等，幅広いジャンルである．製作の基礎となる事柄の講義から
はじめ, 設言樽も体験してもらう．なお，「ものつくりと創僧舌
動」のうち，機市奴叢置等のハードウェアを製作するほとんど
のテーマが，現在，本学の「やらまいかェデュケーションサイ
ト」（略称 YES)の中の夢創造ハウスで行われている．また，テー 
マによっては外部の大会への参加をめざして行うものもある． 
2.2.2 「テーマ可院」 
自然科学, 工学技術，社会科学，人文科学，勘何等の幅広い 
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分野からあるーつのテーマを選択して，指導者の講義，指導を
うけながら研究し，その成果をまとめるものである．「ものつく
りと創作活動」に比べると, かなり‘‘座学”にちかいものであ
るが，決して受身のものではなく，たとえば シミュレーショ
ンの技術や装置の取り扱し唾支術等，自分でーつの技多眠考え方
を身に着けることができる．また，「絵本の魅力と読み聞カせ」 
では，その意義や奥深さを知ることができ，日常生活に潤いを
もたらしてくれる． 
2.23 「ボランティア活動」 
外部の施設に出かけて行き, ボランティア活動を行うもので
ある．対象となる施設は, 地域の小学校，養護学校, ネ齢猫伍設， 
NPO法人等がある．ボランティア活動を体験することにより, 
さまざまな人たちとの交流を通じて，小学校共養護学校の教育
の大切さ，すばらしさ，さらに世の中の諸問題やボランティア
の果たす意義，重要陛等を講義といくつかの体験を通じて学び
とってもらうことを目的としており，学注には，今後の人生に
とって極めて貴重な経験となるものである. 
23 r 旧告・発見」の履修と単編碇 
剛造・発見」は, 創造・発見1 (1単位）, 創造・発見2 (1 
単位つ と 2科目あり，ともに通年科月であり, 履修期間はそれ
ぞれ1年間となっている‘ 4月の初巨授業のときに，各指導者
によるテーマ説明会を実施する．その後，学生がどのテーマを
履修する加 希望調査を行う期間を設け, 最終的に履修者が確
定し，活動が開始されるのは,5月初旬～中旬となる‘また， 
1 月末の成績認定の前に成果報告会を行う必要がある関係上， 
成果報告会は12月におこなっている．したがって, 正味の活
動期間は5月～11月の約半年間である．指導者には,その間， 
最低でも7回程度の授業を行ってもらい, 学生の自主的な活動
や犬学祭での展示発表，成果報告会での指導も行ってもらうこ
とにしている．単位認定については, 活動期間中の活動状況や
報告書の点数の合計をI（×〕点満点として点数化し，50点以上を
合格,50点未満を不合格として評価を行う． 
2.4 運営粥制 
卿」造・発見」は, 各学科より 2名の教員があたり, 合計8 
名が科目担当教員として，科目の運営にあたっている． 
表1‘創造・発見1, 2の科目担当教員． 
機械工学科 
丹羽昌平謝受＊3 
榊田勝客員拠受 
電気電三L学軍I 
二湖巴稔准教授川
恩田一孝妊受 
総合清報学部 
小栗勝也准樹受
中村塁講師2 
物質生命科学軍十 
小林久理真教授 
関山秀雄准秘受（総括責任者う 
「ものつくりと創イ有舌動」のリーダー 
り fテーマ研究」のリーダー 
「ボランティア活動」のリーダー 
表1に平成20年度の各学科の科目担当教員を示す．また異 
なる 3分野（ものつくりと創作活動, テーマ研究，ボランテイ
ア活動）に分かれているため，8名の教員を3グループに分け， 
それぞれにリーダーにあたる教員を決め, 科目運営をおこなっ
ている．今年度は，テーマの指導については，学内教員10名, 
学内技術職員 3名, 教育指導員13名が指導にあたった． 
3 平成20年度の創告・発見の難およU結果 
3.1 平成20年度の創造・発見のテーマ 
表2に今年度実施された創造・発見の 3分野である「ものつ
くりと創作活動」，「テーマ研究」，「ボランティア活動」につい
て, 各テーマの概要を指導者，履修者数とともに示す．テーマ
数では, ものつくりと創作活動が 16テーマ，テーマ研究が4 
テーマ，ボランティア活動が4テーマである．「ものつくりと創
作活動」では，今年度から新たに以下の5テーマ，「自動車部品
のモデルをつくる」,「省ェネカープロジェクト」，「フオーミュ
ラーカーの製作」，レ、イプリッドカーの製作」，「ものづくりシ
ミュレーション」カ功nわった． 
3.2 平成20年度の履イ酵生の換と活倒状況 
創造・発見の履修にあたって, 学生には初回授業の4月16 
日（水） 5時限にガイダンス, 各テーマの説明会を行い, 履修
学生の麟を行った．今年度は，亡謎Eの希望が殺到したテーマ
は特になかったが，希望者が 0人というテーマがいくつかあっ
たため，学生の希望の調整に苦労した．なお，例年通り, 学牲三
が単位取得を希望しない場合でもひとつのテーマに参加して活
動することも許可した．各テーマの活動は,5月初旬から開始
し, 大線での発表や報告会の準備等もあわせ12月初旬まで
活動したI 今年度は，履修登録者122名（昨年124名）で
あり，昨年より 2名減少した．また，このうち合格者数は98 
名であった．今年は，昨年と異なり，不合格者数が24名（昨
年は10名）と多かった． 
33 大響での展示発表と報告会（12月）の難 
今年度は, まず全テーマについて，大学祭 (11月 1日（土）, 
2 日（日））の期間中, 展示またはポスター発表による発表を行っ
た. 前年度は発表を希望するテーマだけ行ったが，発表テーマ
の数が少なく発表会場（夢創造ハウス）が閑散となってしまっ
たため，今年度は全テーマについて発表を行うこととした．ま
た，発表会場も今年度は人が集まりやすい教育棟 206 教室で
行った． 
また, 創造・発見の活動終了した時点で， 12月 17 日（月） 
5時限に報告会を実施レた‘各テーマについて, 代表1~2人
による口頭発表を行った一 
3.4 平成20年度α堵旧告・発見の実施結果 
今年度の成績評価は,JABEE 審査を考慮し, さまざまな項目
を点数ィピナることにした 総合点を 100 点満点としその内訳は
以下のようにした．活動状況 40 点（履修状況および履修態度 
10 点，積極性と自主陛 10 点，創意工夫と開拓精神 10 点，協調
性10J柵と報告書印点の合計を総合点1(x〕点満点で評価した． 
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表2．開講テーマー覧． 
分野 テ―マ 指導者 概 要 履修者数 
ものっく
り
と
創作活動 
バイクの構造研究 
ワイャ放電加エ機取扱資格 
自分の香りを創ろう 
（ア口マセラピ―) 
たたらを体験しよう 
フエザープレ一ンの製作 
ペルチエ素子による熱電発電機の
製作・評価 
口ボット作り 
遠隔操縦ボ一トによる佐嶋湖水質
調査プ口ジエクト 
精密鋳造による金属鏡，アクセサ
リ―，指輪の製作 
マルチメデイア作品の制作（大学コ
マ―シャルビデオの制作） 
自動車部品のモデルを作る
省エネカ一・プ口ジエクト
フオーミュラカ一の製作
ハイブリッドカ一の製作 
ワンチップマイコンによる制御入門 
（ライントレ一ス口ボット制御） 
ものづ〈りシミュレーション 
●村井義彦 
●蜂須賀弘 
行平憲― 
●半田敦子 
小林久理真
榊田勝
十朱寧
丹羽昌平
丹羽昌平 
●落合修二
高林新治 
●大塚 哲也 
●野崎孝志
土屋 高志 
土肥稔， 
恩田― 
."“見崎太情””" 
●岡田靖志
荻野 徹 
2輪車の構造機能を理解すると共に工具の使い方や安全な作
業の仕方も習得する 
ワイャ放電加エ機は課題製作で加エした加工物を三次元測
定機で測定することでその精度評価を行う 
植物の香りが人の心と身体にどのように作用するのかを学
び，自分にとって最適な香りを見っけていく 
講義2回 砂鉄採取（通算2-3回（半日））実操業3日間を通
して1 古代からの製鉄技術のおもしろさと難しさが理解する 
実際の模型飛行機を設計，製作し設計者の考えどおりの飛行
ができるか検証する 
熱電鏡巣ぞ判甫じぞ熱茎革元竿二ぞ置撲電試王革j蒔三二だ菱
える発電方式で，お湯と水の温度差による発電を試みる 
二足歩行口ボットを製作しコンピュ一タ制御による安定化や歩
行の制御を実現する パフオ一マンスなどを遂行させる 
携帯電話の無線機能を用いた遠隔操縦による無人ボ一トを製
作する．また これを用いて佐鳴湖の水質調査を実施する 
スズ合金を鋳造し指輪およびアクセサリーを製作する 
大学の紹介用のコマ一シャルビデオを制作する 映像作品の
制作を通して,撮影の基本や編集作業を学習する 
鋳造品の製法 材料の発展の歴史及び実際面から品質，エ
期,原価を実物の製品，製作図をもとに物づくりの基本を学 
念”“"""""""""""""""""""""""""""m""""""""""""""“ー‘ ".一“""""""""""""""""”一“ "."""""""""""" 
本講義では，省工ネカ一の製作を通じて，もの作りを楽しみな
がら 自動車の車体やエンジンの基本を実践で学ぶ 
峯峯9肖i罰く翌菌蓮勤芸薗Iう7くぞおど巻お荒器”峯首帯挙”” 
生フオ一ミュラ大会に参加する車輔の，設計・製作を実施す 
るふ””"""""""""m"""nU""""U""""""“．ー．”"”．ー“""""""""""""""""""--"""“一““一“ """"'""""" 
フオーミュラハイブリッド競技会の規則に基づいた仕様のハイ
ブリッドカーの設計 製作を行う 
ワンチップマイコンで制御される,光センサ搭載のライントレー 
ス口ボットを製作し，アセンブラで制御プ口グラムを作成する 
3次元CADソフトSolidWorks, NX およびCATIA を使用した「も
のづくりシミュレーション」をグル一プで体験学習する 
9 4 
9 7 3 
4 
6 2 
9 5 3 
1 6 4 
6 
13 
 
テーマ研究 
デジタルエンジニアリングによる車
の開発 
絵本の魅力と読み聞かせ 
走査電子顕徴競取扱資格 
コンピュータ上で分子を作り，化学
反応をさせてみよう 
野沢 隆二郎 
●萩田敏子
早川―生
関山秀雄 
デジタル技術（CAD,CAM, CAE）を用いた「コンピュ一タ上の
バ―チャルな試作車による車の開発状況を紹介する 
絵本を知り 声に出して読むことの意義を考え また内容を聞
き手に効果的に伝える方法も一緒にさぐる 
走査電子顕微鏡に関する簡単な原理説明と標準的な試料を
使った取扱方法の講習を行う 
分子の立体構造や電子の状態をコンピュータ上で調べたり
また 化学反応のシミュレ一ションを行ないます 
5 
2 
5 
1 
ボ
ラン
テイ
ア活動 
学校教育アシスタント 
初級・中級青少年指導者養成講座 
地域社会におけるボランテイア活動
の実践 
エコパ ビオトープ事業 
関山秀雄 
●山崎美穂子 
．松本克秀 
●原田創史 
袋井市内の小中学校でさまざまな授業のアシスタントを行う
この活動を通じて，こどもの教育の大切さを学び取って欲し 
恰苫障善おお器児董星従苫あ芽諾ぞ芽i 	二っ洋器ど苫芸おぢi芝 
した「初級青少年指導者」資格取得講座を開講する 
世の中で 起きている社会問題を考える‘その社会問題に対
しボランテイア体験をし‘私たちに何ができるかを考えていく 
エコパビオト一プを中心に．緑化ボランテイアをしてもらう ま
た一大規模イべントのボランテイアも体験する 
（指導者欄の●印は学外指導者） 
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総合点が 50 点以上を合格,50 点未満を不合格とした, ただ
し，出席回数は3分の2以上あることを必須とした． 
図1～図3には,S騒の分布を示した．まず, 図1は，活動
状況の得点分布を示した．活動状況は40点満点で, 内訳は, 
履修状況と履修態度】10点満点，積極性と自主陛10点満点, 
創意工夫と開拓精神】10点満点，協調陛】10点満点である． 
また, 図2には報告書の点数（60点満点）の得点分布を示し
た．図 3には, 活動状況と報告書の合点, すなわち総合点（1 
00点満J勅 の得点分布を示した．図1や図2のグラフから， 
活動状況や報告書の評価は，概ね高いことがわかり, きちんと
出席していた学生は,概ね真面目に活動していたことが覗える. 
なお，活動状況が 0点の望七は, ほぼ欠席によるものであり， 
報告書が0点の学生は, 報告書未提出によるものである．図3 
の総合点については,50点以上が合格,50点未満は不合格とな
る．今年度は，122名のうち98名が合格,24名が不合格となっ
た．不合格になった学生は，大部分が活動はしているものの最
終のレポート未提出によるものである．レポートを書くことに
困難を感じている学生が多く, 特に教育指導員はこの点の指導
にかなり苦慮しているようである， 
次に，指導者からのさまざまな意見や学生からの意見につい
て列挙する．これは指導者や学生達からのアンケートの結果を
まとめたものである． 
【指導者からの個別意見】 
「ものつくりと創作活動」 
この数年間で出席率がやや低く, やる気もやや低い人が 
数人感じられた． 
現在，10コマ程度で行っているが，15コマくらいの
方が内容も充実する． 
言議の場所（夢倉鎧ハウス）や設備はとてもよい．でき
れば大事なツールや備品を格納するロッカーが欲しい． 
また，廃油やゴミ等を欠哩する場所が近くにあるとよい． 
時間外にも指導者のもとに来て指導を受ける等の積極
性が欲しい．（学内指導者の意見） 
学生達にもう少し，積極性と自発陛が欲しい, 
はじめ消極的だった学生も,しだいに興味を持ち積極性
が廿にきた．表現力が伸びた学生は，自信が出て表晴が
明るくなってきた． 
報告会での発表は,事前の練習時間をもっととって完成
度を高めた方が,学生にとってもよい経験になると思う． 
現在,12コマ程度で行っているが，15コマくらいか
けてもっと内容を掘り下げたい． 
学生達との連絡手段をきちんと確保しておかないとス
ムーズに進まない．（外部指導者の意見 
授業中に活動I幼ロわらない学生が多い．単位のことばか
り気にしている学生達が多い． 
大学祭の発表会と12月の報告会の準備などで指導者  
の負担が大きい．また，報告資料もかなり多いので，資
料等を少なくしてもらえると授業を引き受けやすくな
る． 
熟しさに欠ける学生もおり,意欲をどのように向上させ
るべき加 考える必要があることを感じた． 
広い教室（夢倉ら告ハウス）ができて満足している．学生
の協調性もよい． 
理上学部の学生に必要な基礎知識（数学, 物理,製図等） 
の向上が必要であると感じた． 
理工系の学生にしてはものつくりのセンスに不足を感
じた． 
技術内容を教えるだけなら現在の授業時間でよいが， 
レース（競技大会）に出場し，女孔贈責を残すためにはもっ
と活動時間が必要である． 
学生がもっと受講して欲しい． 
4名受講したが，満足のいく学生は1名のみ，その他2 
名の学生は低レベルであった． 
臓責報告議頁やアンケートの書類など，まとめてファイ
ルでもらえると助かる． 
講座の内容を理解してもらうにはどうしても15コマ
程度の時間が欲しい． 
ロボットに関するテーマが複数あり,このまま続けてよ
いのか？ 
「テーマ研究」 
発表会での資料のまとめなどで．自分でまとめて発表し
ようとする積1劃生が不足している． 
受講生が 2名であったが，数人くらいいた方が意見交換
ができてよい． 
報告会の時の発表時間をきちんと厳守させるべきであ
る‘ 
受講生が1名で，もう少し多いほうが学生間でのディス
カッションができる. 
普段の活動，報告会での発表等きちんとおこなってい
るのに，レポート未提出のため不合格になってしまう学
生がいるのは残念である， 
「ボランティア活動」 
受け入れ先例嘩校）側から，もっと学生数が欲しいと
のことで,1小撤あたり計6名くらいが望ましいとの
要望がある‘ 
さまざまな人との交流を通じて学生が自分の視野を少
しずつ広げ，成長していくのがわかるのが喜ばしい‘ 
5人の受講生がいたために討論もスムーズにできた．や
はり，互いの意見を様々な角度から交換できるように人
数目欲しい． 
本年度のように，履修以外の時間にも学生が集まって自
由に使える部屋（夢創造ハウス）があったのがよかった． 
活動を通じて変化していく学生の磐●，意識を目の当た 
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りにし，学生はしだいに熱らになっていった． 
4月のテーマ説明会が単に指導者側の勧誘になってい
るのではないか？ 希望する学生が来ればよいのでは
ないか？ 指導者はセールスマンでも企画をプレゼン
する立場ではない． 
物を作る体験という点で，学生達が興味を持ち，お役に
立てたのではないカ、 
【学生からの個別意見】 
「ものつくりと創作活動」 
指導者どうしの話がかみ合っていなかった． 
活動場所のイスがたりなかった． 
すべての点で手伝ってもらっていたので，自分一人で
はできる自信がない． 
4月のテーマ説明会がわかりにくい． 
講義のときのホワイトボードのマジックが薄くて見え
にくい． 
授業中に材料費として8千円払った．4月のテーマ説
明会のときには,お金がいるとは聞いていなかった． 
夢創造ハウスをもっと開放して使いやすくして欲しい． 
もう少し時間があれば いろいろなことができたと思
う． 
一回の授業時間が1コマでは短すぎる．一回の授業を 
2コマ連続にして,ー ケ月 2回程度の授業とするのもい
いと思うI 
テーマの選択にあたっては，体験期間のようなものを
つくりテーマを選びやすくする． 
時間外の活動がほとんどできなかった． 
4月の説明会には,2--3年生を全員出席させた方が， 
受講生が増えるのではないか． 
報告会での発表時間が短く，全てを発表できなかった． 
創造・発見1, 2はそれぞれ1単位であるが，2単位
にしてみてはどうか． 
時間がなくやりきれなかった部分がある．時間がかか
らないテーマにすべきでは． 
単位なしでもよいから受講できる回数を増やして欲し 
し 
部品購入やレース（競技大会）出場等には，あまりに
も資金不足である．部活として活動したほうが良いと思
う． 
受講生が4年生ばかりであり，もう少し幅広い年代の
構成メンバーの方がよい． 
もの（車両）を製作するには，実際は活動日の20倍
以上活動している． 
受講者数が少ないため，実際，製作できないというこ
とだったが，講義や説明だけでもして欲しい． 
時間が少ない．自分の作品がうまく動作しなかった． 
現在，陰り造・発見」の成績は，「合格」，「不合格」で
ついているため，GPA 計算においては2点とされる‘ 
普通の授業科目では「優」は3点とされているため,不
公平である‘ GPAを上げるためには,剛造・発見」を
とらない方がよいということになってしまう． 
TAはよく指導してくれたが，教員はあまり指導して
くれなかった， 
強制的な履修はやめて欲しい．自主性を重視して欲し 
し 
第3者の講義全体脂導力法，学生の作品，講義内容） 
に対する評価の導入が必要である一 
履修時間内で課題が終わるものにして欲しい． 
頑張って作品を作ったが,教員から不満を言われただ 
けだった． 
「テーマ研究」 
指導者の指導に対して受身的な形になってしまったの 
で，もっと自分から積極的にとりくめばよかった． 
部屋が寒かった． 
研究がうまくまとめられなかった． 
「ボランティア活動」 
単位数を増やして欲しい. 活動時間の割には一単位と 
少なし 
受講生が一人であり,指導者と一対一の環境で活動が 
できたという点で大変有意義であった．もう 2--3人受 
講生がいれば,また違う発見があったかもしれない． 
他テーマとの共同実習があるとよいかもしれない． 
もっと，受講生を増やして欲しい, 
課題が少ないので増やして欲しい． 
大彰奈では,口頭発表した方がよい‘ 
もっと参加人数が増えるとよい． 
近隣の学校に大学生の出張実験講義をやってはどうか． 
以上が，指導者や学生達から出た個別の意見である．これら
の中で共通していたものをまとめると下記のようになる， 
まず,全体の授業時間に関することであるが，充実した内容
を行うためには,少なくとも年間15コマ程度が必要とのこと
が, 何人力辺井旨導者や望上から指摘されている．これは,昨年
も指摘されていたことであるが, 現在，指導者たちは，平均す
ると 1 0--1 3コマ程度（報告会や発表会の準備等も含めて） 
おこなっているが，特に後期が大学祭での発表会や12月の報告
会の準備にとられてしまい，授業そのものを行う時間が必ずし
も十分にとれないという現状がある．学生が発表べ辛I告会の準
備等を授業時間以外の時間帯に自主的に行うことができればよ
いが，現状では難しいーまた，加えて大学祭の発表会と 12月の
報告会の両方の準備にかなりの負担を指導者（特に教育指導員） 
I羽惑じているにの点は,今後,学内教員のサポートの強化等
も含めて検討する必要があると考える， 
次に,受講生の意欲の問題で,授業中に積極的でない学生が
いたり,単位取得のことばかり気にしている学生が今年度は増
えているようである．安易に単位を取得することだけを目的に
している学生がいることは嘆かわしい限りである．槍り造・発見」 
、 
、 
、 
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は科目の性格からいっても必修科目としてもよいものであり， 
学生にどのように興味を持たせる加 今後の重要な課題と言え
る. 
次の問題は，学生の人数である．本年度は昨年度とほぼ同じ
履修学生の総数は122名でありテーマが全部で24テーマである． 
初回授業の説明会の後，学生の希望をとると希望 0 人という
テーマがいくつかあり，調整にかなり難抗する.今年度,学生
になかl潟虫制的に履修させたようなテーマもあり，あまり好ま
しいこととはいえない．また，履修者が少なすぎる場合（1~ 
2名），亡海とどうしの討論もできず，指導者も指導に苦慮すると
ころとなっている．今後は，学生の希望を複数とる（第5希望
までなめ等,各テーマに適切な人数を割り振れる何らかの配
慮が必要となる． 
以上のような意見が，指導者共学生たちから寄せられた．毎
年の事であるが,指導者のi歯思の中から,活動を通じて学生達
力深々に成長していき，自分の視野を広げていく姿が少しでも
見えていることは幸いといえ,この槍リ造・発見」の教育プロ
グラムを実施する甲斐があるといえる． 
3.5 各分野の実施結果に関する検討 
3.5.1 ものつくりと創作活動 
今年度は，表2に示した16テーマを実施した．今年度から
新たに以下の5テーマ「自動車部品のモデルをつくる」,I省ェ
ネカープロジェクト」，「フオーミュラーカーの製作」,「ハイブ
リッドカーの製作」，「ものづくりシミュレーション」が加わり， 
機械，電子系のテーマが12テーマ,物質系のものつくりが1 
テーマ，映像，映画製作が1テーマ，コンピュータシミュレー 
ションが1テーマ，アロマセラピーが1テーマと盛況なものと
なった．今回の新テーマ「自動車部品のモデルをつくる」では， 
ものつくりの基本である製作図面の作り方から始まり, 現物を
想像し刻勿と比較する．更に,粘土でモデルを作る，授業の中
では,ものつりの歴史的な興味ある内容も紹介され 指導者の
ど配慮により工場見学も実施されるなど 学生にとっても菊漁羊
な感動であったようである．「省ェネカープロジェクト」では， 
省ェネカーの整備を行い，沙燃費競技であるエコラン大会とい
う全国大会に出場した．学生達のレポートからもかなりの時間
をかけ活動していたことが覗える．しかしながら，創造・発見
の限られた時間の授業の中で行うには，かなり厳しかったこと
が，指導者雪学生達から意見として出ている．授業時間以外の
時間を有効に使って括動できるようにすることが必要であると
考える．「フオーミュラーカーの製作」も一台のフオーミュラー 
カーを散精十,製作の基礎からはじめて車両製作を行い,大会に
参加し自動車工業会会長賞1位,省ェネ賞1位，総合12位を
獲得した,また，「ハイブリッド力ーの製作」では，電気自動車
の駆動回路のついて学び,その小型モデルを作成した．さらに
実車にモーターと発矧幾を搭載した．「ものづくりシミュレー 
ション」では コンピュータにより自分好みの携帯電話をデザ
インしたり3次元デジタル主姉肯習得用マニュアルを作成した． 
更に，作品を「ものづくりフェスタ血袋J杓の出展した． 
以上，「ものつくりと創作活動」の分野はかなりテーマ数も増
えて盛況なものとなったが,その反面，類似のテーマが存在す
ることもあり，今後，検割する必要があると考える， 
3.5.2 テーマ研究 
今年度はテーマ研究として,表2の4つを実施した,昨年度
までテーマ研究の年細書にあった「ワンチップマイコンによる制
御入門」は今年度から「ものつくりと創僧舌動」に移動したた
め，テーマ数は昨年度よりーつ減ったことになる‘したがって， 
今年度I」機械，電子系2テーマ,人文系1テーマ,物質系1テー 
マとなった．これらは，いずれも，創造・発見が開始された当
初から続いているものである．大学祭での発表会や報告会では
学生が活発に活動していることがよくわかる内容で興味深いも
のがあったが，口頭発表の時間をあまり厳守していないものが
目立った．発表練習に十分な時間をとれないため加 今後検討
する必要があると考える． 
3.5.3 ボランティア活動 
ボランティア活動は表4に示した4つのテーマをおこなったー 
これらは昨年と同じものである．今年度は「ェコパ ビオトー 
プ事業」が，従来は炎天下でのィ僕がかなり主体を占めていた
が，今回は生物を呼びjZ，む仕掛け等を考案させる等，テーマ研
究的な要素が入ってきたことが糊敦としてあげられる，学生達
もかなり興味を示したことがレポートから覗える， 
また，毎年，袋井養護学校共装井市内の小学校,さらにいく
つかのNPOW、でのボランティア活動を行っており,袋井養
護判交や袋井市内の小学校では，毎年，理工科大学の学生の活
躍が大変，高く評価されている．特に今年度は,活動期間以外
でも自主的に小学校に赴きアシスタントの活動を行っている学
生が数名いたことは，特筆に価する‘学生達は，これらのボラ
ンティアを通じて，ボランティアの意義,重要性,心得,さま
ざまな人との接し左社会臨リーダーシッズ等を身に着け, 
自分のさまざまな可能陛を見出し，人間的にも成長するようで
ある．大学としてもこのボランティア活動をさらに発展させる
ことが不可欠と考える． 
4 今後の方針 
卿」造・発見」には,現在は3つの分野「ものつくりと創作
活動」,「テーマ研究」,「ボランティア活動」があるが，これら
はそれぞれ目的＆括動形態がかなり異なるものである．また， 
成績評価の方法もそれぞれの分野で独自の評価項目がありうる
こと,また，必要な活動時間もそれぞれの分野で異なること， 
このような点を考えると,3分野を現在のようにひとくくりの
卿」造・発見」の科目とするのではなく，それぞ才自虫立の科目
として運営するほうが，望ましいと考える．このことは,昨年
の報告でも述べたが，本学の「教育部会」や「やらまいカ数育
小委員会」でこの2年間にわたって議論した結果，平成22年度
から独立した3科目に分割し，内容をさらに充実させることが
決定したI また，3科目はそれそきれ2, 3年次の選択科目とし
て通年で15コマ開講にすることにより彦l在の最低7コマとい
う条件よりさらに時間をかけることにより，内容を充実させる． 
154 
	 Vol.17, 2 0 0 9 
また，上記3科目のうち,2科目までは卒業単位とするが，3 
科目以降は卒業単位1幼日算しない自由科目扱いとする．以上が
科目再編の大枠であり,現在，各科目の詳細検討が行われてい
る．また，これに伴って，学内教員がきちんと外部の指導者（教
育指導員）のサポートを行うことが確護はれた．すなわち,外
部の指導者（教育指導員）については，かならず学内教員一人
を必り落」り当て,その学内教員はテーマの内容,進行状況，学
生の履修状況,学生と教育指導員との連絡の仲立ち, 学生の成
果発表準備状況等の把握,また,その他，教育指導員の相談等
にのれる役割を果たすようにすることが決定した． 
5 結論 
平成16年度から正式な実施が始まった恰り造・発見」も今
年度末で5回目を終了した.これまでの実施結果から，定量的
に計ることは難しいものの，やらまし功激育の目的である「学
生が新しい体験をすることにより,自分の殻を破り，日常という
士壌を豊かにする」ことに多少なりとも貢献しているといえる． 
今後,2 年後に迫った科目再編についてのさまざまな問題の検
討が残っている．3 科目の内容の充実,履修学生の増加，必修
化についての検討等があげられる． 
最後に本報告をまとめるにあたって,剛造・発見」の実施に
多数の学外の方々,また本学糊畿員に多大なるご支援を賜った
ことに感謝申し上げる次第である．また,科目運営の事務契墜L 
報告書女勇l,I超責処理等については，とりわけ学務課職員,松
田三香子さんにお世話になった．ここで，あらためて御礼申し
上げる次第である． 
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